
平成 1 6 年 保 育 士試 験 問題

養 護 原 理

(選択式 10問 )

注 意 事 項

1 指示があるまで開かないこと。

2 解答用紙について

(1)鉛 筆 (HB又 はB)を 使用し、濃く、はつきりとマ
ークすること。

(2)受 験番号 ・氏名 (漢字 ・カナ)・ 生年月日を記入し、受験番号が正しくマ
ーク

されているか確認すること。 (正しくマークされない場合、採点されないことが

あります)

(3)各 間に対し、 2つ 以上解答したときは誤りとする。

(4)解 答は次の例にならつてマーク (記入)す ること。

(例)問 5の解答が、 3で あれば解答用紙を

問5 ①② ● ④ ③ すクすること。

良い熔捌…● 篠くすクすること。はみだし嚇斜

悪い解答の例 … 〈婁 ② O O m 解 答したことにならない

(5)答 えを修正した場合は、必ず 「消しゴム」であとが残らないよう完全に消すこと。

(6)解 答用紙は、折り曲げたリメモやチェック等で汚したりしないよう注意すること。



問1 【I群】の児童福祉法の一部と【工群】の児童福祉施設との、適切な組み合わせを
一つ選びなさい。

【I 群】

A 乳児を除いて、保護者のない児童、虐待されている児童その他環境上養護を要する児

童を入所させて、これを養護 し、あわせてその自立を支援することを目的とする施設と

する。

B 配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその者の監護すべき児童を入

所させて、これらの者を保護するとともに、これらの者の自立の促進のためにその生活

を支援することを目的とする施設とする。

C 不良行為をなし、又はなすおそれのある児童及び家庭環境その他の環境上の理由によ

り生活指導等を要する児童を入所させ、又は保護者の下から通わせて、個々の児童の状

況に応じて必要な指導を行い、その自立を支援することを目的とする施設とする。

D 知的障害のある児童を入所させて、これを保護するとともに、独立自活に必要な知識

技能を与えることを目的とする施設とする。

E 重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複している児童を入所させて、これを保護

するとともに、治療及び日常生活の指導をすることを目的とする施設とする。

【工群】

ア 重症心身障害児施設

イ 児童自立支援施設

ウ 児童養護施設

工 知的障害児施設

オ 母子生活支援施設

(組み合わせ)

l  A ・オ

2 B・ ウ

3  C ・イ

4  D ・ ア

5  E 。エ

― 養護原理 ―


